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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 61,559 △1.0 1,111 △8.1 1,384 11.4 877 9.0

2026年３月期第１四半期 62,183 △13.0 1,208 △44.5 1,242 △45.4 805 △46.6

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 759百万円（△18.2％） 2026年３月期第１四半期 928百万円（△41.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 35.92 －

2026年３月期第１四半期 32.12 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 194,348 93,706 47.7

2026年３月期 196,119 93,802 47.3

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 92,687百万円 2026年３月期 92,816百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 34.00 － 35.00 69.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 34.00 － 35.00 69.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 134,900 7.8 2,800 43.9 2,700 36.6 1,800 44.9 73.67

通期 274,600 8.5 6,300 32.9 6,200 31.6 4,100 － 167.80

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 25,123,913株 2026年３月期 25,123,913株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 691,410株 2026年３月期 691,410株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 24,432,503株 2026年３月期１Ｑ 25,069,878株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P8「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料P3「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を

ご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、物価上昇が継続するなか、雇用・所得環境の改善や設備投資

が底堅く推移し、中東情勢の動向や中国経済の停滞など海外経済の不確実性が依然として高く、先行き不透明な状

況が続きました。

当社グループが属する鉄鋼・建材流通業界におきましては、需要回復の動きは限定的であり、販売先の業種や地

域による需要格差が継続いたしました。建設分野では物流施設、データセンター関連施設等の大型案件が見られる

一方、中小規模案件については建設コスト上昇等の影響により着工の遅れが見られております。また、品種によっ

ては国内メーカー主導で価格の上昇はあるものの、本格的な市況回復には至らない状況となりました。

当社グループにおきましては、鉄鋼事業では、従来取り組んでいる各拠点における在庫充実と加工設備の強化並

びに配送体制の増強による顧客ニーズへの迅速な対応に加え、５月に三友鋼材株式会社の株式を取得する等、販売

数量増加と収益向上に向けた事業展開を行いました。

また、建設事業では、既受注物件の工事進捗の遅れ等が生じ、売上高の落ち込みが見られたものの、大型の案件

を中心に新規物件の受注活動を積極的に行い、受注高は堅調に積み上がっております。

業績につきましては、売上高は、鉄鋼事業においては、需要が低迷するなか販売数量は増加した一方、建設事業

において工事の進捗が若干遅れていることなどから615億59百万円（前年同期比1.0％減）となりました。損益面に

おきましては、販売費及び一般管理費における運賃や人件費等の増加により、営業利益11億11百万円（前年同期比

8.1％減）、経常利益13億84百万円（前年同期比11.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益８億77百万円

（前年同期比9.0％増）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりです。

①　九州・沖縄エリア

前年同期に対し、鉄鋼事業において販売数量は横ばいながら、建設事業において既受注分の工事進捗が遅れ気

味に推移したことから、売上高は減収となりました。損益につきましては、減収影響から減益となり、外部顧客

への売上高は265億４百万円（前年同期比3.3％減）、セグメント利益は５億75百万円（前年同期比19.1％減）と

なりました。

②　中国・四国エリア

前年同期に対し、鉄鋼事業において販売数量が増加し、建設事業において工事進捗が堅調に推移したことか

ら、売上高は増収となりました。損益につきましては、販売費及び一般管理費の増加により減益となりました。

その結果、外部顧客への売上高は81億66百万円（前年同期比9.9％増）、セグメント利益は29百万円（前年同期

比27.2％減）となりました。

③　関西・中京エリア

前年同期に対し、鉄鋼事業において販売数量は横ばいとなったものの、加工品の販売が堅調に推移した結果、

利幅を確保し、外部顧客への売上高は127億19百万円（前年同期比1.8％減）、セグメント利益は２億92百万円

（前年同期比368.2％増）となりました。

④　関東・東北エリア

前年同期に対し、鉄鋼事業において販売数量は横ばいとなったものの、建設事業における前年同期の大型工事

効果が薄れたことから売上高は減収となりました。損益面では、販売価格の上昇による利幅確保の一方で静岡セ

ンターの稼働に伴う費用増もあり、減益となりました。その結果、外部顧客への売上高は141億68百万円（前年

同期比1.5％減）、セグメント利益は２億40百万円（前年同期比37.9％減）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産の部）

前連結会計年度末比17億71百万円減少し、1,943億48百万円となりました。主な要因は、電子記録債権が11億79百

万円、建物及び構築物が４億60百万円増加したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が34億87百万円、のれんが12

百万円減少したことによるものです。

（負債の部）

前連結会計年度末比16億75百万円減少し、1,006億42百万円となりました。主な要因は、契約負債が３億２百万円

増加したものの、支払手形及び買掛金が10億65百万円、短期借入金が３億90百万円、長期借入金が６億６百万円減少

したことによるものです。

（純資産の部）

前連結会計年度末比95百万円減少し、937億６百万円となりました。主な要因は、非支配株主持分が33百万円増加

したものの、その他有価証券評価差額金が１億74百万円減少したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年５月15日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計期間、及び通期の連結業績予想に変更はありま

せん。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,362 6,744

受取手形、売掛金及び契約資産 41,819 38,331

電子記録債権 22,764 23,943

商品及び製品 27,034 27,319

原材料及び貯蔵品 3,153 3,385

その他 5,431 5,662

貸倒引当金 △110 △105

流動資産合計 106,455 105,281

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 34,505 34,966

土地 34,231 34,419

その他（純額） 11,618 10,159

有形固定資産合計 80,355 79,545

無形固定資産

のれん 190 178

その他 1,328 1,729

無形固定資産合計 1,519 1,907

投資その他の資産

その他 7,962 7,786

貸倒引当金 △174 △173

投資その他の資産合計 7,788 7,613

固定資産合計 89,664 89,066

資産合計 196,119 194,348

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,401 24,335

電子記録債務 7,974 8,093

短期借入金 37,810 37,420

１年内返済予定の長期借入金 2,895 2,927

未払法人税等 533 549

契約負債 758 1,060

賞与引当金 967 1,237

工事損失引当金 2 30

その他 4,470 4,060

流動負債合計 80,814 79,716

固定負債

長期借入金 19,343 18,736

役員退職慰労引当金 9 11

退職給付に係る負債 1,453 1,457

資産除去債務 176 180

その他 520 539

固定負債合計 21,503 20,926

負債合計 102,317 100,642

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,947 6,947

資本剰余金 6,621 6,621

利益剰余金 78,974 78,997

自己株式 △974 △974

株主資本合計 91,569 91,592

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,306 1,131

繰延ヘッジ損益 2 9

退職給付に係る調整累計額 △60 △45

その他の包括利益累計額合計 1,247 1,095

非支配株主持分 985 1,018

純資産合計 93,802 93,706

負債純資産合計 196,119 194,348
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 62,183 61,559

売上原価 55,739 54,576

売上総利益 6,444 6,983

販売費及び一般管理費 5,235 5,872

営業利益 1,208 1,111

営業外収益

受取利息 2 5

受取配当金 32 33

受取家賃 25 28

投資有価証券売却益 15 235

助成金収入 2 649

その他 45 21

営業外収益合計 122 974

営業外費用

支払利息 81 126

固定資産圧縮損 － 564

その他 7 10

営業外費用合計 89 701

経常利益 1,242 1,384

特別利益

固定資産売却益 － 1

その他 － 6

特別利益合計 － 8

税金等調整前四半期純利益 1,242 1,392

法人税等 425 473

四半期純利益 817 918

非支配株主に帰属する四半期純利益 11 40

親会社株主に帰属する四半期純利益 805 877

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益 817 918

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 123 △181

繰延ヘッジ損益 9 6

退職給付に係る調整額 △21 15

その他の包括利益合計 111 △159

四半期包括利益 928 759

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 915 725

非支配株主に係る四半期包括利益 12 33

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更）

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第１四半期連結会計期間において、三友鋼材株式会社

（本社：香川県高松市）の株式を取得したため、連結の範囲に含めております。また、2026年６月30日をみなし取

得日としたため、当第１四半期連結会計期間においては、貸借対照表のみを連結しております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：百万円）

九州・沖縄 中国・四国 関西・中京 関東・東北 合計

売上高

外部顧客への売上高 27,417 7,432 12,951 14,381 62,183

セグメント間の内部売上
高又は振替高

363 102 489 10 965

計 27,780 7,534 13,441 14,392 63,149

セグメント利益 712 40 62 387 1,203

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,203

セグメント間取引消去等 45

棚卸資産の調整額 △20

のれんの償却額 △12

顧客関連資産償却額 △6

四半期連結損益計算書の営業利益 1,208

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日 至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）
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（単位：百万円）

九州・沖縄 中国・四国 関西・中京 関東・東北 合計

売上高

外部顧客への売上高 26,504 8,166 12,719 14,168 61,559

セグメント間の内部売上
高又は振替高

495 258 459 35 1,249

計 27,000 8,425 13,178 14,204 62,808

セグメント利益 575 29 292 240 1,139

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,139

セグメント間取引消去等 69

棚卸資産の調整額 △77

のれんの償却額 △12

顧客関連資産償却額 △6

四半期連結損益計算書の営業利益 1,111

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日 至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、事業規模の拡大に伴う経営管理体制の最適化、営業拠点及びグループ会社

間の連携強化、並びにガバナンス及びコンプライアンス体制の強化を目的として、セグメント区分を以下のと

おりに変更しております。

「九州・中国」エリアの名称を「九州・沖縄」エリアに変更するとともに、新たに「中国・四国」エリアを

設置し、広島支店を中核として中国・四国地方に所在する営業拠点及びグループ会社を所管する体制に変更し

ております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後のセグメント区分方法により作成し

たものを記載しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 1,000百万円 1,106百万円

のれんの償却額 12 12

顧客関連資産の償却額 6 6

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれん、顧客関連資産を除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん

の償却額、顧客関連資産の償却額は、次のとおりであります。
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